
腐植酸有機肥料

総合的な超有機肥料

・植物由来のフミン酸の含有量と活性が⾼い
・微量元素が豊富
・互いに拮抗しない有効菌が20種類以上。
・フミン酸の含有量は10％ 〜 35％
・有機物は50％ 〜 80％
・有効細菌含有量は2億/g 〜 10億/g
・腐植酸肥料NPKの総含有量は5％〜20％

腐植酸有機肥料は様々な問題を解決

§ ⼟壌⽣態環境をあらゆる⾯で改善
§ 過剰な硝酸塩を除去（残留農薬と肥料を分解
します）

§ 重⾦属（ヒ素、鉛、⽔銀、カドミウムなど）
の除去、吸着、固定

§ ⼟壌のPH値の適正化
（塩性⼟壌、酸性⼟壌の改良）

§ 農作に適した⼟壌⽣物のバランス最適化
（有効菌の繁殖促進、 有害な細菌の抑制、ウ

イルスの排除）
§ ⼟壌の団粒化、根のATPの増加
§ 連作障害の抑制
§ 農作物⽣産量の増加、豊富な栄養、おいしい、
美しい、⾼い抗酸化⼒、安全で無害

v利点v



腐植酸有機肥料の活⽤例

トウモロコシの根茎は厚い。
⼟壌は団粒構造のため、
⽣産が20％〜30％増加

トウモロコシの⽔分が少ない
温室の有機野菜栽培によく使われています ⽣姜は3年連続で収穫、連作障害を完全に克服

8424スイカは3年連続で植え付け、
連作障害を完全に克服
⽢さはブリックス値15度に達した

トマトの収穫は4倍に増加、果実は強⼒な抗酸化能⼒を持ち、
⽢さはブリックス値を2度増加

イチゴの⽢さは、通常のイチゴの⽢さより
1.5〜2.0度⾼い14度のブリックス値に達しま

す。
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腐植酸有機肥料の活⽤例：⼟壌改良



家庭菜园堆肥

腐植酸有機肥料の活用により連作障害を解決

作物の種類によっては、連作すると病気になりやすく枯れてしま
ったり収量が大激減します。
※連作障害が起こりやすい作物としてよく取り上げられるのがナ
ス科の野菜です。（ナス・ピーマン・トマト・ジャガイモ等）

腐植酸有機肥料の活⽤例：連作障害の解決


